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議会報告会実施報告書（議長報告用）  

開 催 日 時 令和７年１１月６日（木） 10： 00 ～  10： 30 

開 催 場 所 福島市役所（複合棟 501）  

出 席 議 員 及 び 

役 割 分 担 

班  長：根本  雅昭  

副班長：石山  波恵  

司  会：石山  波恵  

報告者：後藤  善次 (総  務)  

真田  広志 (文教福祉)  

尾形   武 (経済民生)  

七島  奈緒 (建設水道)  

遠藤  幸一 (議員定数に関する調査特別委員会)  

記録者：高木  克尚  

参 加 人 数 福島市消防団女性団員 ９人  

議 会 報 告 会 の 

報告に対する質疑 

報告に対する質疑については、意見交換会にて伺っているため、「意見交

換会の概要」に併せて記載しております。 

 

令和７年１１月２７日  

 

福島市議会議長  様  

 

上記のとおり報告します。  

議会報告会  ２  班   班長  根本  雅昭  
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意見交換会実施報告書（議長報告用）  

開 催 日 時 令和７年１１月６日（木） 10： 30 ～  11： 30 

開 催 場 所 福島市役所（複合棟 501）  

出 席 議 員 及 び 

役 割 分 担 

 

班  長：根本  雅昭  

副班長：石山  波恵  

司  会：石山  波恵  

報告者：後藤  善次 (総  務)  真田  広志 (文教福祉) 

尾形   武 (経済民生)  七島  奈緒 (建設水道) 

遠藤  幸一 (議員定数に関する調査特別委員会) 

記録者：高木  克尚  

 

参 加 人 数 福島市消防団女性団員  ９人  

意見交換会の概要 

消防団員の確保や団員の高齢化、女性の担い手確保などの地域防災活動の

諸課題に対して、女性ならではの視点をテーマに設定。 

① 女性団員としての活動について（やりがい、仕事や家庭との両立など） 

② 地域社会における課題について（担い手、団員の高齢化など） 

女性消防隊隊員（花もも隊）と班員がＡ班・Ｂ班に分散して、女性団員とし

ての入団のきっかけと現状における問題や課題について意見の交換を行

い、その後それぞれの意見内容を全体で報告。 

 

A班グループ討議（議員 根本、高木、尾形、七島） 

① 自己紹介、入団のきっかけについて 

② 女性団員としての活動について 

（議員）女性ならではの消防整備への配慮が必要ではないか。 

（団員）現在ハンドルが重い MT車の消防車が多く、地域によっては女性に

も扱いやすい AT車が採用されている地域もある。 

③ 地域社会における課題について 

（団員）トイレや屯所の整備が新規団員加入への PRポイントになり得る。 

（団員）子供達への開かれた防災教育が未来へ向けて必要である。 

（団員）市政だよりや市のホームページなど目につきやすい広報への協力

が必要。 

 

「Ａ班における主な論点の報告」 

・ 分団によって施設や装備の環境に差がある。 

・ 幽霊団員を解消して、女性団員を増員。 

・ 将来の地域防災力向上を図るため、子どもたちへの防災教育充実。 

・ 女性団員確保に向けた分かりやすい広報の発信。 

 



   

- 3 - 

 

Ｂ班グループ討議（議員 石山、真田、後藤、遠藤） 

① 自己紹介、入団のきっかけについて 

② 女性団員としての活動について 

（議員）屯所のトイレ等の環境について整備が必要ではないか。 

（団員）洋式化になっていないところについては洋式にしてほしい。 

（議員）活動するうえで大変なことや改善点は。 

（団員）震災時も大変だった、子供たちの防火防災教育は積極的に実施し 

ていくべき。 

 （議員）家庭との両立での苦労は。 

 （団員）家庭の理解はあり、現場では誘導や屯所待機等、配慮いただいて 

いる。 

（議員）やりがいは。 

（団員）子供たちへの防火防災教育、子供たちから消防団への理解。 

（団員）大会に向けた訓練が楽しく人との繋がりや楽しさを感じた。 

（団員）大会に出て自信がついたり知らない方々から報道を見て声を掛け 

られるようになった。 

③ 地域社会における課題について 

（団員）若手男性の加入、事業者への声掛け、市職員の加入促進。 

（団員）職場からの理解や応援は必要。 

（団員）職場からの理解はあるが、出動よりも仕事が優先となる。 

（団員）夜警等の活動時間の融通を（仕事都合等）。 

（議員）活動内容のＰＲをもっとするべき、活動ガイドラインを明示して 

    入団しやすい状況を作るべき、団員の増加を。 

（団員）同感。 

（団員）子供たちへの防火防災教育を充実させ、未来へつなげていくべき。 

（議員）地域別防災計画の樹立を求めていきたい。 

 

「Ｂ班における主な論点の報告」 

・ 女性団員にも配慮した「屯所」の環境整備。 

・ 活動ＰＲやガイドラインの整備充実。 

・ 未来の子供たちのために防火防災教育の拡充。 

 

 

令和７年１１月２７日  

福島市議会議長  様  

上記のとおり報告します。     議会報告会  ２  班   班長  根本  雅昭  


